
 

 

中１国語 出題のねらいと対策 

全体の平均点は 52.3点です。大問別テーマのうしろの数字は，全体の大問別正答率です。

個人成績表を見ながら，不得意テーマに対する今後の学習の方針を見つけましょう。 

１ 漢字の読み書き 80.0％ 

ねらい：漢字の読み書きについての知識

を問う。 

分析と対策：「染」と「拝」は，「染色」「参

拝」などの熟語から訓での読みを考え

ていきましょう。「激しい」や「射る」は，

読みでもよく出題される漢字です。

「厳格」や「承認」は，内容から意味を考

えて漢字を思いうかべましょう。 

 

２ 同音・同訓異字 78.0％ 

ねらい：同音異義語・同訓異字について

の知識を問う。 

分析と対策：漢字は，表音文字であると

同時に表意文字です。訓読みで意味が

わからないときは音読み，音読みで意

味がわからないときは訓読みと，置き

換えてみたり，同じ漢字を使った他の

熟語を思い出したりしながら考えまし

ょう。 

 

３ 敬語 47.0％ 

ねらい：敬語についての知識を問う。 

分析と対策：敬語では，尊敬語と謙譲語

の違いを正しく理解することが必要で

す。また，敬語表現が過度に使われて

いないか，使うべき物事に正しく使わ

れているかにも注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 文学的文章読解 51.7％ 

ねらい：登場人物の心情を，人物の表情

や言動から読み取る力を確認す

る。 

分析と対策：無言館での体験を通して，

登場人物の心情がどのようにゆれ動い

たか，その理由とともに整理して読み

取ります。⑴⑵⑺は無言館という美術

館や，展示されている作品について読

み取る問題です。⑶⑷は「あたし」の

心情を捉える問題です。⑸⑹⑻は表現

や内容の特徴などを分析する問題です。 

 

５ 説明的文章読解 30.0％ 

ねらい：事実と，筆者の考え・思いとを

区別し，接続語や指示語の指す

内容に注意しながら読み取る力

を確認する。 

分析と対策：長い文章が出題されたとき

には，先に設問に目を通して手がかり

になりそうなことばを捉えて文章を読

んでいくと，効率よく読み解くことが

できます。また，筆者の考え・思いが

強く込められた文を探すことも必要に

なります。⑴⑵⑶はたたら製鉄や玉鋼

の特徴について読み取る問題です。 

⑷は段落の内容を分析的に読み取る問

題です。⑸⑺は筆者から見た木原さん

について読み取る問題です。⑹は指示

語の内容をとらえる問題です。 


